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　東山区は京都市の中でも特に少子高齢化が顕著である。本事業は「食」を通じた生活の知恵を次世代に伝えることで世代

間の交流を図り、未来を担う子どもたちの望ましい食習慣の形成や高齢者のネットワークづくりなどを目的とし、地域活動

を行っている。平成24・25年の2年間は「東山区まちづくり支援事業助成金」を受け、この事業を開始したが、平成26年

以降、六原地域女性会のボランティアの皆さんと東山区役所・地域力推進室のご協力を頂きながら、栄養クリニック独自の

継続事業として取り組んでいる。

◆夏休み親子料理教室

　親子（5歳~12歳）でゆったりと楽しみながら餃子の

皮と餅を使ったピザ、5種類の野菜たっぷりの冷製スー

プ、夏の果物を使ったゼリーを作り、3世代の交流の場

を提供した。

6月15日　東山区民新聞掲載「親子で食育体験してみま
せんか？夏休み☆親子料理教室」参加募集記事（東山区

在住の親子　8組20名募集）。

　また、京女大クリニック通信7月号に募集記事掲載

（p.14参照）。

7月25日　料理教室実施　10：00～13：00
◉◉会場：栄養クリニック調理室
◉◉参加者：六原地域女性会3名、親子5組11名

◉◉実施献立（１人分の栄養価）：簡単餃子ピザ・マルゲリータ、
野菜たっぷりのみえない冷製スープ、夏のフルーツゼリーポン
チ（537kcal、食塩2.2g）

◉◉お母さんからの感想：女性会の方が丁寧で、親切に接
してくださり、多世代の協力で、声を合わせながら楽

しくできました。子どもと話しながら楽しく料理がで

きました。野菜スープが簡単でとてもおいしかったの

で、家でもやってみます。普段作らないレシピでした

が、簡単でおいしくよかったです。

◉◉お子さんからの感想：皆と楽しくお料理ができ、うれ
しかったので、また作りたいとおもいました。手軽に

作れて、スープが冷たくてすごく美味しかったです。

スープにネギが入っているとは思えなくて、ネギが嫌

いな人でも食べられると思いました。自分で作れたの

が楽しかった。

◉◉六原地域女性会からの感想：普段小さな子供と接する
ことがほとんどないので、とても楽しかったです。こ

の教室に参加することで、新しい知識や調理法が学べ

て、よい刺激を受け、若い方からはパワーをもらえる

ので、とてもやりがいがあります。  （木戸詔子）

◆シニア料理教室

　東山区民を対象に、老化に伴う成長ホルモン・老化予

防ホルモンの減少とその対策、活性酸素を消去する食事

について講義の後、日常的に入手しやすい秋の食材を使

い、簡単で食欲をそそり、筋肉量や免疫を高める料理を

紹介した。

9月15日　東山区民新聞掲載「シニア料理教室」参加募
集記事（東山区在住の方、16名募集）。

10月25日　料理教室実施　10：00～13：00
◉◉会場：栄養クリニック調理室
◉◉参加者：東山区民　20名
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◉◉実施献立（１人分の栄養価）：きのこと長芋の炊き込みごはん、
秋鮭と秋野菜の南蛮漬け、りんごとほうれん草の粒マスタード
和え、簡単豆乳スープ、プルーンとナッツの春巻き・シナモン
風味（746kcal、食塩2.6g）

◉◉参加者の感想：体に大切な栄養の説明が聞け、楽しく
勉強させていただきました。講義と実技の両論でエビ

デンスに基づいた説明がよかった。初めてでしたが、

分かりやすい丁寧な説明で、とても気持ちよく楽しむ

ことができました。豆乳の汁やデザート等どれも簡単

で、美味しく、家でも作れるもので、内容が濃くとて

も参考になり、満足しました。  （木戸詔子）

◆「栄養クリニック通信No.15～No.16」の発行

◉◉発行月：7月、10月
◉◉数量：各号1,700枚
◉◉配布先：東山区の全小学校（計3校）と東山区役所・
東山保健センター窓口

◉◉記事内容：
No.15　7月号：「栄養バランスの良い弁当を作りま
しょう」「夏休み親子料理教室への参加募集」

No.16　10月号：「和食の素晴らしさを見直そう！」
「夏休み親子料理教室の体験記」  （木戸詔子）

 
No.16　10月号

No.15　7月号
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